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善通寺市有岡地区には、古墳時代仝時期にわたり築かれた数多くの古墳が確認されており、その中一央部に位置

する独立丘陵十には、　‥I二墓山古墳．と呼ばれる古墳が所在しております＿

昭和57f口こ、この独立丘陵に対する宅地開発申請がなされ、緊急発掘調査が行われ、I＿＿二墓出占‾墳は県トには例

の無い、古い形式の横穴式石室を主体部とする前方後円墳であり、玄室内部には石屋形が設置されていることが

判明しました

横穴式石室は部分的に崩壊しておりましたが、厚い一枚の板右で閉塞された玄室からは、金銅製の冠帽や馬具、

捏びやかな装身具、武具など、我が国でも有数の副葬品が出上し、その名にふさわしノい王の墓であることが確認

されたのです＿

1‾二墓山古墳は、善通寺市周辺部の吉代史のみならず、大和政権と地力豪族の関係・大陸との繋がりを考える上

で、極めて貴重な文化財であることが高く評価され、昭和59年に　史跡指定　を経て公有地化されました

こうして、宅地開発から守られたl二墓l帰一‘墳を、文化財として長く保存し、本市にふさわしい文化施設として

活用するための保存整備事業が望まれました

保存整備事業は国からの補助を得て、文化庁・奈良l‾軸十文化財研究所・香川県教育委員会等の指導を受け、昭

和61年度から実施されましたが、自勘＿帰一‾墳のような特殊な構造の古墳の報告例は無く、il事の設計や実施には

大変苦慮いたしました

そして、主基山古墳は昭和57年度の緊急発掘調査から9年もの隼を経て、保存整備工事二が竣IlL、築造当時の

偉容を取り戻すことができました

このたびの整備報告書1二り行にあたり、ご指導をたまわりました諸先生各位に厚くお礼申し自ずます　また、発

掘調査に携われた調査関係者、及びl二事関係者の皆様のご苦労にも心から感謝申し日ヂます．

平成4　年3月31［‥1

善通寺市教育委員会

教育長　　勝　田　英　樹
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第1図　発掘された横穴式石室（東から）～昭和57年度の発掘調査～
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第2図　遺物出土状況（須恵器）～昭和57年度の発掘調査～



第3匿】遺物出土状況（武具・馬具）～昭和57年度の発掘調査～
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第5図　横穴式石室周辺部の版築土層（羨道部西側壁面）

※土壌改良された地山層表面に、まず第一次墳丘が構築されている。横穴式石室は

第一次墳丘上に設けられた掘方内に構築され、石積みと並行した裏込め作業の完了

と併せて、第一次墳丘と石室天井部を覆うように第二次墳丘が盛られているようで

ある。暗黒色の改良土壌は第二次墳丘に顕著であり、開口部付近では羨道部の両側
から土留を目的としたとみられる石列が墳丘内部に廻っている。
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第6図　横穴式石室掘方内の防水層（灰色粘土と褐色土の互層）
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第7図　横穴式石室解体復元作業風景（羨道部）
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第8図　整備後の横穴式石室（羨道部から玄室を望む）

※石屋形天井石復元架設前の状況
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第9図　墳丘の復元作業風景（南から）
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第10図　整備後の墳丘（上段：南から）・（下段：北から）



隈署

上　本書は、善適、量自！1教育委員会が国庫補助事業とし－て実施した、史跡有岡古墳群

王墓旺古墳　傑瀞修理事業の報告書である。

2．「粗力吉墳ほ善適、同沃：適寺町字大池束1785番地一一1の小丘上に所在する

3．史跡有岡吉墳群　つ二葉両占‘墳、1保存修理事業は、昭和61年度から平成3年度ま

での6カ年問継続して実施された

∠上　本事業の酎織は本文中；こ97貢‾う　に別記した

5．本書の編集作成は普通吉有教育委員会文化振興室「射勘Il龍一－′一が行い、卜記の

貢に関しては奈良国立文化財研究所の先生方に玉稿を賜わった、紙面を借りて厚

くお礼申しつこげ’ます

町出　章二　L、奈良国立文化財研究所・平城宮跡発掘調査部長‾‾1……‥‥‥‥・90良

内田昭鬼〔鋸摘む親潮錮漸増雛溌鰍醜甘魂捧空相懸紅溌瀞那鐙……………滝消磨

6つ昭和57年度の発掘調査で上狛帰誹等主体部から出上した金属器類は、奈良国立

文化財研究所の御好意で復元・保存処理を実施して頂き、更に内容を本報告書に

掲載するにあたり奈良l中上文化財研究所埋蔵文化財センターの多大なご脇力を頂

いた　紙面を借りて厚くお礼申しノ上げます．

7．補助事業の中で実施された、墳丘及び墳丘東側緩斜面の発掘調査、横穴式石室

解体復元工事の際の調査・実測、本書に掲載した遺物の実測は四国学院大学考古

学研究会の協力を得て笹川が行った

8．本事業及び本書の編集にあた／了ては、次の方々・機関より多大な御指導・御援

助並びに資料提供を得た　記しノて謝意を表します　し敬称略・順不同、、－

町出　章・沢田正昭つ勺出昭人・村上　降イE谷　浩（＿奈良国立文化財研究所．：［、

吉田重辛・丹羽佑…一一う、香川大′羊、｝、侶中魯雄、小林謙一一、松本豊胤、松浦　修、

今尾一一1－一斗友、香川県教育委員会、香川県埋蔵文化財調査センター、空間文化開発

機構、大出文雄、四国学院大′羊考古学研究会、天羽利夫し徳島県立博物館、1

9．「粗両吉増は昭和57年‾1日j15［摘亘）昭和58年3月3仕Iまで発掘調査が実施され、

調査概報が刊行されているので参考にしノて頂きたい，なお、仁払出‾－ム墳から出上

し／た遺物の㍉部は、現在も保存処理や分析・整理作業が行われており、善通寺市

教育委員会では、この作業の完Jノを待って正式な報告書を刊行する予定である

2、＿3
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第93図＼一第94図　出上遺物　し埴　輪、、一

第翫囲　王墓山番墳出土遺物東食写霧

第賎囲　整備事業者手前の史跡全景

第97図　横穴式石室の保存整備事業案．＿．1

第98国　史跡及び周辺実測図

第99図　上留擁壁巨匪実施前の状況＼・史跡北側裾席＼

第1＿00図　上留擁壁「事二作業風景

第1＿Ol図　上留擁壁工事及び境界織目「事竣上状況

第用2図　調査整備委員会開催風景
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第臓図　南廃側患空から魔た史跡全景

第摘囲　調憂匪設置状況

第l′06図　墳丘北東側平射部確認調査前の状況

第：1，07図　墳丘北東側平射部遺構検出状況

第108図　弥生時代の集用墓遺構検出状況実測図

第‾109図　墳丘北東側平射部で検出された遺構群

第用枢て　接朝潮北東側調査区遺構検出状況
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窮鼠臓囲　襖岡部廃側［前庭部］謂憂風儀
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第豊盈魂図　線岡部東側［前庭部］完掘状況

第rl．1．5図　後日部東側　っ軸建部‾．完据状況

第1．16図　南側くびれ部墳裾検出状況

第11．7図　北側くびれ部墳裾検出状況

第＿ij＿8lX＿j i‾摘ノ‾ノ㌻羽・；／iヒ測コープn－jj等裾検i＿i＿1ニ状況

第農相囲　前瀬部擁壁構造図

第臓囲　前方部擁壁王事実施前の状況

第臓囲　前方部擁壁王事実施輝業風景

第＿122図　前方部擁壁「事竣工状況

第‾1＿23図　史跡整備完成予想図
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第＿．134図　右屋形合浸処理作業風景

第，135図　石屋形奥壁側腰板接合状況

第136図　右屋形奥壁側腰板保存処理作業完J’の状況
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第＿137図　石屋形天井有とレプリカ架設状況
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第摘囲　玄室　復元状況）

第149図　玄室複元前・後実測図1

第1＿50図　玄室復元前・後実測図2

第151図　横穴式石室複元作業資料
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第蟻圃　玄室床面の復元搾業状況

第＿160図　玄圭床面の復元作業完Jノの状況

第蟻図　墳艮復元図　断面）

第摘囲　墳段復元図　平面）

第摘囲　保存整備酵業者手前の藍釜山歯墳堂景

第摘図　平成元年度事業完了後の董義山音域堂景

第165図　平成2年度事業作業中の上京吊i古墳全景

欝臓囲　平成　年度事業完了後の王墓山音域全景

第蟻囲　後関都北側急斜面のま憾槻設置状況

第摘図　線関都北側急斜面の盛土完了の状況

第摘囲　弥生時代の竪穴式石室復元模型

第170図　弥生時代の箱式有棉

第＿171図1甘辺整備作業風景　湖膵射簡易舗装巨軒

第膵園　周辺整備作業風景　前方部擁壁階段王事）

第膵囲　園銘及び植栽内容

第膵困　周辺整備搾業風景　植栽工事）

第膵図　平成　年度事業者手前の状況　商から〕

第膵囲　平成　年度事業完ずの状況　南から）

第＿177図　平成3年度事業着手前の状況・L北東から、「｝
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第膵囲～第摘囲　史跡内施設詳細図
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第一章　遺跡周辺の地理と歴史

善通寺市は香川県西部の内陸部に位置し、真言宗開祖の空海が誕生した土地とし

て有名な田園都市であり、総本山善通寺の門前町として発達している。

東は丸亀市、西は三豊郡高瀬町・三野町、南は仲多度郡琴平町、北は仲多度郡多

度津町と境を接している。

善通寺市周辺に広がる丸亀平野は、土器川や金倉川・弘田川の沖積によって形成

された香川県下最大の沖積平野で、これらの河川による扇状地・氾濫原・小三角州

などから形成されており、南から北に下るゆるやかな傾斜になっているため、たい

ていの場所から瀬戸内海や対岸の岡山を望むことができる。この河成沖積層の土壌

は、下層土が灰褐色のマンガン結核を含む黄褐色砂質土層、表層70～80cmが強粘土

質砂礫層で構成されており、通常弥生時代以後の遺構はこの下層上面に遺存してい

る。この黄褐色砂質土層中には稀に縄文土器片が包合されていることが知られてい

たが、近年実施された四国横断自動車道路建設に伴う埋蔵文化財の発掘調査などに

よって、この土層は縄文時代後期から晩期にかけて堆積したものであることが確認

されている。

また、善通寺市の北には讃岐の中世山城跡を代表する天霧城跡が山頂部に所在す

る雨霧山、西から東にかけては、火上山・中山・我拝師山・筆の山・香色山が麓を

つらねて並んでおり、五岳と呼ばれるこれらの山塊は、あたかも五枚の屏風をたて

かけたようにそびえていることから、この山麓の地は屏風ケ浦とも呼ばれ、当地の

人々に親しまれ、古くから信仰の対象であったことが伺える。その南には、中山に

連なる東部山・有岡の里を経て大麻山がそびえており、平地中には鶴が峰・磨白山

・如意山・鉢伏山・甲山などの小丘が散在している。

第11図　善通寺市遠景
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瀬戸内海の南岸に位置し気候と風上に恵まれた丸亀平野は、かなり古くから入間

の文化が聞けた上地であり、丸亀市の中ノ池遺跡・善通寺市の＿五条遺跡・善通寺市

から仲多度郡にかけて広がる三井遺跡など、弥生時代前期から中期にいたる同時代

の遺跡群が知られている一巨ノ池遺跡では環濠と想定される三重の天満が検出され、

弥生時代前期の吉段階の特徴をもつ弥生i二器を中心に、ノH一一部中期的様相を呈するも

のまで出上している＿　÷井・五条遺跡では、遺構・遺跡の範囲などについては現在

も全く不明の状態であるが、出上した十器片については、畿内第1様式の中段階か

ら新段階に相当することが確認されている、

また、これらの遺跡群は自然堤防上に立地すると考えられており、現在の海岸線

からの距離は2＼3bnを計るが、当時の復元海岸線が現在の標高5mあたりと推定

すれば、　誹二・中ノ池遺跡などは海岸部に形成された集落であることがわかる，そ

して、更にこれらの遺構が遺存する黄褐色砂質上層とこの下の洪積層の問には、縄

文時代後期から晩期の生活痕が確認されており、現在のところ善通寺市の古代文化

は約3，000年前まで遡ることができる．

善通寺市街地の北・…・－ム・lノ弓昔には香川県を代表する弥生時代の中枢的な集落遺跡がある、＿．

西は筆の山の山裾から、東は四国農業試験場の敷地にまで及んでおり、ここがもと

練兵場用地であったことから旧練兵場遺跡と呼ばれている＿、．＿　そして、ここから東に

は九頭神遺跡・稲木遺跡・石川遺跡と続いているが、いずれの遺跡も近年までぼ本

格的な調査は実施されておらずその詳細は明らかにされていなかった∴，

しかしながら、昭和30年頃の四国農業試験場の用地整備工事に伴って、弥生時代

前期から後期にかけての小児壷棺十数点・多数の上器、右器類が出土したことや、

県道の整備工事の際に、国立病院のあたりから弥生土器に加えて須恵器や小玉など

が出上したことなどから、遺跡は弥生時代のみならず、古墳時代にまで及んでいる

ことが確認されているつ「I練兵場遺跡はこのように広い範囲に及ぶ可能性が強いば

かりか、弥生時代前期から後期、古墳時代にかけての連続性が考えられる県下でも

例のない存在であることが知られていた　ただ、最近の調査によってこの旧練兵場

遺跡は幾つかの川道によって分断されていることが解り、旧練兵場遺跡群とし了Cと

らえた力が良いと考えられる．

この遺跡群でこれまでに実施された発掘調査を順に紹介すると、総本「圧善通寺の

西に流れる弘田川沿いで昭和52年に実施された善通寺西遺跡の調査から始まる．、こ

こでは弥生時代後期から古墳時代にかけての用水路が検出され、多数の小型丸底壷

・船の権や柱材などが出上しており、生活基盤である水田域の拡大が行われたこと

や古い溝の廃絶に伴う祭／卍が行われたことが確認されている＿l続いて、昭和58年に

は遺跡群の束端部に所在する白鳳時代建立と考えられる善通寺の前寺・仲村廃寺

し伝導寺跡）の発掘調査が実施され、寺域の北端と、更にその下層では弥生時代中

期から古墳時代にかけての遺構が検出された．．
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昭和59年には善通寺西遺跡から弘田川沿いの600m程下流に所在する彼ノ宗遺跡

の発掘調査が実施されたが、ここでは約1，500Idの調査区から弥生時代中期から後

期にかけての40棟以上の竪穴住居跡・小児壷棺墓15基・無数の柱穴と土坑群、古墳

時代の掘建柱建物跡2棟とそれに伴う水路、二重の周清をもつ多角形墳の基底部な

どが発見され、特に弥生時代終末期の竪穴住居跡からはその廃絶時の祭祀に用いら

れたと考えられる傍製内行花文鏡片の懸垂鏡や鋼鉄・多数の玉類が出土しており、

この地区における弥生時代終末期の動向を推測する上で注目されている。昭和60年

には彼ノ宗遺跡から東に約500m程の仙遊遺跡で弥生時代後期の箱式石棺と小児壷

棺墓3基が発見されたが、この箱式石棺の石材には入れ墨を施した人面や鳥の絵の

他、直弧文状の文様が一面に線刻されていたことから全国的な話題となった。

ここから北方に広がる善通寺平野には、旧練兵場遺跡と同様に弥生時代の古い時

期から古墳時代にかけての大規模な集落遺跡が幾つか知られている。まず旧練兵場

遺跡から北方500mあたりには九頭神遺跡があり、ここでは昭和62年10月から昭和

63年1月まで都市計画道路改良工事に伴う発掘調査が実施され、弥生時代後期頃の

竪穴住居跡や小児壷棺墓・箱式石棺等が確認されている。

九頭神遺跡から東方500mあたりには弥生時代から古墳時代にかけての遺物が多

量に散布することで知られる石川遺跡が広がるが、未調査のため詳細は不明である。

ここから北方に隣接する稲木遺跡では、四国横断自動車道路建設に伴う調査が昭

和58年5月から昭和60年3月にかけて、また県道善通寺目方線改良工事に伴う調査

が昭和61年度と昭和63年度の二回に分けて実施されており、やはり弥生時代から古

墳時代にかけての竪穴住居跡群や墓地、中世の建物跡群が多数確認されている。こ

うした集落遺跡群は旧地形をみると、いずれも旧河道と旧河道の間に形成された傲

高地に営まれたものであることがわかるが、これまでの調査結果をみるといずれも

同時期に併存したものであることもわかる。従って弥生時代頃の善通寺周辺部には、

‘‘大集落”というよりはむしろ“地方都市”が誕生していたと考えた方が良いかも

知れない。

また、善通寺市内からは与北山の陣山遺跡で平形銅剣3ロ、大麻山北麓の瓦谷遺

跡で平形銅剣2口・細形銅剣5ロ・中細形銅鉾1口の計8口、我拝師山遺跡では計

3カ所から平形銅剣5口・銅鐸1口、北原シソネバェ遺跡で銅鐸1口など、青銅器

1．中ノ池遺跡　　　④仲村廃寺（白鳳）　12．北原古墳
2．五条遺跡　　　　⑤善通寺伽藍（奈良）13．菊塚古墳
3．三井遺跡

4．甲山北遺跡

5．旧練兵場遺跡群

①彼ノ宗遺跡

②仙遊遺跡

③善通寺西遺跡

凡　例

6．九頭神遺跡

7．石川追跡
8∴稲木追跡

9．青龍古墳
10．大塚池古墳

11．下吉田神社古墳

ト4．呈二墓川古墳

15．丸山古墳

16．鶴ガ峰2号墳（消滅）
17．鶴ガ峰4号墳

18．鶴ガ峰山頂古墳
19．磨白山古墳

20．生野錐子塚（消滅）

21．御館神社古墳
22．宮ガ尾古墳
23．瓦谷古墳

24．岡古墳群
25．野田院古墳

26．丸山1・2号墳
27．大麻山椀貸塚

28．大麻山経塚

29．土やぐら古墳
30．熊ノ巣古墳

31．陣山古墳群
32．青ノ山古墳群

33．吉岡神社古墳
34．宝瞳寺跡（白鳳）

（主要な遺跡のみを掲載した）

▲：銅鐸出土地ト銅剣出土地主銅矛出土地血‥祭面巳遺跡・‥円墳・：方墳℡臆：前方後円墳

30



東
村

下

村

垂

木

上

第12園　王墓山古墳と周辺の主要遺跡位置図
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が数多く出上し［ており、旧練兵場遺跡群や周辺部の遺跡群を本拠としノた集棚との関

連も注「1されている

古墳時代に入ってもこの地の勢力は衰えず、市内だけでも400基を超える古墳が

存在し．、中でも香色山・筆ノ山・我拝抽出で北部を、大麻山で南部を限られた弘田

川流域の有岡地区は前方後円墳が集中する地域として有名である．

まず古段階の古墳としては、大麻出仕l麓を中心に大麻両極岱塚、大麻出経塚、野

出院古墳、御忌林古墳、大拝経塚古墳、丸山1号・2号・墳など数多くの積イ一三Il家が築

かれているが、御忌林と丸山2ゝJ一墳以外は全て前方後円墳であり、積右塚古墳分布

範囲の最西隈に位置している点でも注「iできる．中でも野田院古墳は大麻山北西麓

し標高405mlのテラス状平坦部という全国的にも有数の高所に立地する丸亀平野

最古段階の前方部盛り　上後門部積右墳である．

また、有岡地区の平地部分には、前期から後期にかけての多数の前方後円墳が直

線的に並んで築かれている　北東から南西方向に順に生野錐子塚古墳　し消滅）・磨

日出古墳・鶴ガ蜂2号墳（、消滅1・鶴ガ蜂4号墳・丸山古墳・王墓出古墳・菊塚古

墳が知られており、その状況から同一一一一TlL系譜十の首長墓群と考えられているが、中で

もその中央の小丘陵自こ築かれた王墓山古墳は－一際「Iを引く存在である

古墳時代後期末になると大麻山山麓部の至る所に群集墳が出現するが、中には宮

ガ尾古墳に代表されるような線刻画で装飾された横穴式右室が計8基確認されてお

り、様々な点で興味は足きない，

この頃の人々の生活の易は、後期を中心とした弥生時代の集落域と重複しており、

旧練兵場遺跡をはじめ、善通寺市街地から北に広がる水II－！地帯で数多くの集落遺跡

が確認されており、有岡地区を中心に各地に立派な古墳群を残した集用と各集落と

の関係が注目されている．

古墳時代になると弥生時代に開始された稲作文化は完成期を迎え、丸亀平野とい

う肥沃な生産基艇を背景に、特定の有力者が独自の技術により潅漑治水事業等を行

い耕・r自面積を増大させ、地域を代表する権力者として生まれ変わり、この様に数多

くの吉墳を築いたが、この権力者　し豪族、）層は奈良時代には貴族層に変る．．

この頃の丸亀平野は金倉川の束が那珂郡、西が多度郡と呼ばれており、多度郡に

は佐伯直＋一族が勢力をもっており、有岡りつ・ぐぐっr一帯の前方後円墳群についても佐伯－1－・1一一一族の

一一．一代系譜の墓とする考えが有力である

やがて仏教の伝来に伴い古墳が造られなくなるが、既に白鳳期には佐伯の氏寺で

ある仲村廃寺　沌ミ導寺跡）が旧練兵場遺跡の－1一角に建立される　しかしながらこの

苗は短期間で消滅しノてしまい、その際に500m程南に移転されたものが現在の善通

寺伽藍ではないかと考えられている．

奈良時代末頃佐伯氏に弘法大師　了と海、．－　が誕生したことによって、平安時代から

室町時代にかけては門前町として栄え、鎌倉時代から室町時代初期にかけて寺院の

最盛期を迎え、地名も寺名そのまま善三通寺村となるが、戦国時代には殆どの、封完は
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焼失してしまう。

寺社の復興は江戸時代に徳川幕府が封建制度を確立してからであり、この頃四国

八十八カ所巡礼や金毘羅参りが全国的な信仰行事となる。

明治29年には第11師団が設置され、門前町に軍都としての性格を帯びるように

なったが、このため道路や鉄道網が整備され、善通寺町として都市化が始まり、昭

和29年3月31日に竜川村・与北村・筆岡村・書原村と合併により市制が施行され、

善通寺市が誕生した。
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有岡古墳群全景

（北西から）

※矢印・王墓山古墳



第二章　主体部の発掘調査

①　調査に至る過程

王墓山古墳は、古来より墳墓として認識されており、その中丘全体は「おおは

か」と呼ばれて来た。明治30年頃の古地図には「大量山」と記載されているが、大

正時代以降の地図では「王墓山」となっている。記録に残る最初の調査は大正時代

に行われ、昭和8年に発行された「史蹟名勝天然記念物調査報告」に「王墓山古墳」

として紹介されている。

第14図

三基山古墳遠景・北から

（大正時代）

「史蹟名勝天然記念

物調査報告」から



「史蹟名勝天然記念物調査報告」の記録によれば、この時には既に小丘の西側の

谷を堰き止め、溜池を築くための土取りを目的に、本墳の北側斜面が大規模に削り

取られ、この箇所は崖状の地形となっており、本墳前方部南東側も住宅建設の際に

削られ、本来の地形はかなり改変されていたようである。

これまでの調査結果を総合すると、本境に最初に開発の手が及んだのはこの頃の

ようで、墳丘周辺に円筒埴輪や茸石が散乱していたこと、後門部中央が盗掘により

窪んでいたことが報告されている。また、本小丘周辺に陪塚とみられる小円墳が所

在していたことも併せて報告されている。

「史蹟名勝天然記念物調査報告」に掲載された写真（第14図参照）を見ると、本丘

陵は松の巨木に覆われているが、この頃は「至る所に巨石が露出しており、巨石の

中には直立したものもあった」ことを、住宅が史跡に隣接する松浦修氏から伺った。

その後、昭和期後半には所有者が代り蜜柑畑として開墾される。これが二度目の

開発であり、地表に霹出していた巨石群もこの時に失われる。また、かつて周辺の

水田中に所在したという7基の陪塚も姿を消す。（位置は故矢原高幸氏が克明な記

録を残している。）

そして、昭和57年の発掘調査に至る。

②　緊急発掘調査の実施　～「王墓山古墳発掘調査概報」1982．3から～

昭和57年3月11日付けで、四国開発商事株式会社から善通寺市教育委員会に対し

て、王墓山古墳の所在する小丘全体を対象とした宅地造成計画の届け出がなされた。

土地の所有者は一切の権限を四国開発商事株式会社に委任しており、香川県教育

委員会と善通寺市教育委員会から数回の協議を重ね現状での保存を希望したが、計

画の変更は困難ということで、発掘調査を実施し、その結果を待って再度協議する

こととなった。

第16図

王墓山古墳遠景・南から

（昭和57年）
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そ芝漕淘善通寺市薮蘭番盛会鷲は圃庫補助を受纏竃海商測児儀瀾優瀾億磯摘瀾潮

も藍芸昭和野卑温臓相田から昭和渕年　腰別田澄鷲発掘調登を窯施したく　豊の調登

芸濃　得られた驚料は豊艶まで誰　想像ず転じ得なかったである　驚　璃澄ものば

か　であ軋　その重要性が評価され海　昭和鍋年温臓鍋田芸は史跡芸指定され淘　その

後直も芝国庫補助事業芸濃　愛顧飽隠されるこ　そ』竃淘閑却輝度か転史跡の整備

事業に着手ずるが淘整備事業の…環起し竃実施』恕「整備に樽酒発魔謂優優靡儲魔

糎業NW　を淡の藍お　実施覧竃締る。

昭和鍔翌年度　　　墳鹿及び墳丘周辺部の遺構確認調査

昭和鍔詔年度　　　羨道部にお帰る排濃溝の確認調査

平成元年度　　　横穴式石室解体轢業に伴彗遺構鋤観察藍記録

平成翌年度　　墳鹿復元工事に伴肇遺構の観察藍記録

以下淘昭和那年度の調査賠濃芸上記の謂凌芸濃肇篭絡もれた資料を伽藍竃海藻遺

跡や出上遺物について縮介する

③　犠飛凄石室藍石崖形の発願　昭和閻年度の調査概報か射

光勝山の北西麓芸は淘市街地から東商芝餅達する　本の県道　善通寺澱野原緩め

善通寺観音青線）に挽鷲敷た教義な緻應陵泉田地帯が広がるく。芸芸が顧問地区鷲あ

る。前章習述㌦式敷羞錮豊海顧問地区芝は前期かも後期還至る番時期の音域が数多駕

あ軋　その要所芸は凝灘豪族の墳墓起魔られる前方後関磯が盛在転竃障る。

王墓山蕗境は海　芸の有岡地区の中黛都農所在ずる独立』たか應上芸構築選れ竃お

軋周辺の音域地帯かも現市街地周辺芸遺存ずる寮落跡を経竃淘平野部全域から瀬

炉内海ま鷲一望芸鷲潜る起桁　その名芝ふ一題わ』臨立地条件を沸た』竃お酌実際

の規模より紗をきぬ漉き環魔敷∴酎翳齢摘翼摘瀾鳩載識別鷲敷凱

昭和閻奪還腰相田から実施選れた緊急発掘調登は主体部を車鎚芝行われたため淘

墳段の調査は後関部の墳煽部を中心芸海北側の商側め東側の三方陶芸幅　m程度の

試掘区を設定し海域鹿の断面観察が行われた軽度鷲ある。また淘前方部の南側が漉

き綱腋取転れ竃臨た這藍から淘　芸の際の調食管は海域感の規模や義経を明転か芝

する二王；ま出来てし＼なし＼

務境が前方後閤墳響ある芸歴は外観芸濃　容易芸判別響きたが淘伐採搾業起藍も

芸実施選れた地形測義輝業芸濃軋雨　誹れ部ゆ前滅部のヨ一筋…部分や墳裾部な

藍が更芝明確芸選れた。また淘整流戎石室の存在が予想凄艶竃新た後関都の墳磯部

は漉き　窪彪鷲お酌かね竃か転盗掘の噂もありた芸藍か転調登の成果は東　湖繚

選れ竃桁なか肇た。』か　磯が転掘削調慶を開始魁た遊芸軋以外芸も境衆議石室

カミ検iiiさきと．た
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第19図

発掘調査前の墳丘

（後門部から前方部を望む）

第20図

横穴式石室の上面検出状況

（西から）

第21図

横穴式石室完掘状況

（東から）
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横穴式ノ杵室は玄室部・羨道部ともに大井石が全て失われていた＿　周辺部を探索し

たところ、開「「部の南側斜面トカ約20mの位置に羨道部の天井右と思われる巨石が

主点、玄室内部　つ二層、・に転落しノた巨石が1点確認されただけで他には見当らない

本墳南東側に造られた　せんも池誹巨大墓池、7・の築堤工事の際に、本fi二陵の北

側斜面が削年取られノたらしいが、その際に転用されたようである

多くの横穴式石室がそうであるように開目許の崩壊は比較的早く、本壇でも天井

石の転落に伴い、押さえを失った羨道沸南側は両壁が内側にひどく崩れ落ちている

が、他の許分のくずれは小さい　また転落し一ノた壁材の数は、実際使用されていたと

予想される石材数より少なく、ぜんも池の北西側堤を兼る本丘陵南東側裾ぎ酎こ石室

を構成する石材と同じ安山岩一が多数使用されていることからも、天井石が完全に失

われたのは本県に数多くの溜池が造られた近世のことではないかと考える

調査の進展に伴い、玄室内部から板状に加工された角礫凝灰岩の立石が姿を表し

た、瀬戸内一・一帯でも希な石屋形、四国で初めての発見であった＿

、4　石室の構造

横穴式石室を埋葬主体にもつ前方後円墳は県トでは本壇が初めてである＿　石室は

後門墳丘中央部に構築されており、墳＿丘主軸線にほぼ直交する方位に主軸を持ち南

東に開「‾‖Jている、

構造は、短形の玄室中央部に狭長な羨道の続く両袖型横穴式石室である＿＿　壁右に

は、－瀾花崗岩の混入をみる他は全て安山岩を使用している．安山岩は本墳を囲む

大麻し＿L＿Iや五島山などに多量に座する

玄室壁は、扁平な小形安山岩割右を用い、木「噛iを内に向けて「数段積み重ねて

いる　上段へ行くに従って、持ち送り気味に内懐している＿　当地区周辺部の後期の

横穴式石室は、同様の石材でも巨大なものが使用されており、壁面は平均3＼4段

積みであるが、本墳のそれには竪穴式石室の面影が残り、竪穴構造から横穴構造へ

の移行期の形態を示す珍しいものである，県トでは類例は報告されていない＿

柚子一再こは比較的大きな扁平安山岩を使用しているものの、やはり数段積み重ねて

いる　羨道壁の大半は、丸味を帯びた安「出払が占める＿　玄門部には、右屋形の石材

と同一lll一の十寧に整形された角礫凝灰岩のl・一一一一枚岩が閉塞扉として立てられており、そ

の上狛まプロ．ック状の安山岩塊で押さえられており、閉塞後にここから侵入した者

はいないが、玄室東側壁は上部からの盗掘により巌卜段まで失われていた

玄室床面は、平らに整形された地出　し乳灰褐色の軟質岩髄†の士に安山岩扁平小

割右を多く含む灰黄青色粘上を薄く敷き、更に花崗岩小礫を含む明褐色圭を置き、

表面に和泉砂岩を事もとした「Ij礫を隙間なく敷き詰めている＿

後の項で紹介するが、門礫を敷き詰めた床面十には、金銅製装身具及び馬具類を

始め、県内では珍しい豪華優美な副葬遺物がほぼ全面に満たされていた

ところで、玄室内部施設とし′て、県トでは勿論初めてであり瀬戸内1－11－・・帯でも数少
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第23図

石屋形と転落した石屋形の

天井石　　（西上方から）

第24図

転落した石屋形天井石上の

遺物出土状況　（南から）

第25図

石屋形内部の遺物出土状況

（西上方から）



な新　着屋形　が検出凄艶た。着屋形」曙九州言放か鷲敷肥後地潜に濃密な分磯優

示すが淘准墳鷲も娩出き艶たま藍から海相もかの伝播経路及び濃権的交流を考慮』

竃おかなければならないで轟塾。

着屋形は奥側渡石　西側　高澤。mめ燐。照　が石室商側壁と接』協石室奥壁

藍接する短側脛石（北側；高邁』舶縮減醜瀾m）藍淘　その南側約慧狐の位贋に設償

きれた短側膿石〔南側：轟き損壊m O横。照　を設け海　豊の　枚の街着響荒井石を

支藍等折る。また海　前儲脛石　廃側　轟き凱　mゆ横。m　の上面車楽部は幅広閻

字形芝浅　削　込み装飾きれ竃いる。

石庭形や閉塞着の樹料は淡庇職級を望する角礫凝灰岩である。　皿以血筋の角礫響

構成されており、その堆積［輌これって穐忙げ）縞模様か不規則な間隔を持・・了こ認めら

れるが、その場所により堆積する礫の大きさが異な十㌦　特定の面で容易に剥離する

性質を持、ノ了てし、るため、板状の石材を容易に切男年すことができる　従リ∵∴　本石

1子右こf吏jijさき‾i＿－‾こし、そ）板木ー締EjF！：さカも皇5cm前後をこ摘ゾ′′ノ）ur′こし、岩．）カこ、J”与く泉ijき、ji立渚′芝′なカ、V一一）、た

部分は鉄浄芸濃　加工魁竃お凱　随所豊擬著な加工痕を残す。

また海　着屋形芸は　枚の飯石芝よる義井石が柴橋きれ等新たが海　豪遊のある街着

を両側凱査　間隔臓臓　の脛石で違え等ありたため海蛇擬的畢新時期芸何等かの衝

撃芸よ㌣竃折れ海　着屋形内芸転落し等いた。

着屋形東側の礫床面直接上蓋は海着屋形藍閲順一の飛礫凝灰岩を割　救い竃棺台起

した痕跡が確認選れたが淘後述ずるよ狛芝副葬須意器芸時期差通鼠られる芸藍や副

葬品が二次的に動かきれた状態誉検出されたこ藍なだから海追泰時のものである起

判断した。緩り等淘　閉塞石は二度閉ざされた芸藍になる。

棺翻芸使用きれた角礫凝灰岩は丁寧芸造られたものではな軋濃　紺も親臨た物

が使用され竃お軋　紺遊芸ありた石樹を俄芸使用した羞　鷲はあるが海　閉塞着や着

屋形にモ甑毎払い嶽傷は認めも甑ず海　またその摩選も堂竃管珊戯滞起他の厳粛龍沈

璃笠薄い。既に東海甑誓いだ開招部の構造等菱餅撥鷲の健謝儀腰凛儀軋脅磯濃の

有線の接骨を試みる必要もあると考盗る。

5　副葬品の出土状況

石室内か射璃一たした副葬品は種類の数農産も芸豊富で海質的芸風竃も豪華誉ある。

金鋼製冠帽を始め姦し等淘　音鋼製品や患鋼　鉄地金鋼張射製品が多　食まれる晦

選腰締敷一際目立㌣竃いる。モ転業海保存魁理の過程の義線写蔑撮影芸濃　銀盤朕芸

濃る装飾の存在が明らか豊な㌣た鉄刀の銀製鍔付き鉄刀をほ監励起ずる鉄製武器

（凰）頚髄他に碗貸伝説を彷彿起き馨る樫の膨充な麓の素意器淘金銀儲塔環や霊着

装身具など海　また副葬選れた遺物藍は区別される海祭祀芝伴う藍考盗られる遺物群

が玄室床面を埋め戌　』等新た。

副葬品の種類藍その澄かれ等いる位置は極め笠幡数的である。

素意器は玄室南西の着屋形藍西側袖部の閣差薬申し等匿かれ等お軋畢瓶を降臨

4、：3



たほぼ全ての器形が認められた　優美な透かし什き大型器台を始め、榊台付き「持

ち壷、捉瓶、横瓶、膳、壷、登、杯など様々な種類の器が雑然と重なり合うさまは

圧巻である　また、状況から判断「て　二次的に移動されたことは疑いなく、恐らく

隠退率の際の所産鷲はなかか起推測される。

鷺た海　蛍関都閉塞靡街商芸三観の輝が置かれ鷲新たが淘　開口部の状況が復元され

ず、葬送に伴い置かれたものか、葬送後の某前祭祀等に伴い置かれたものであるJ‾1）

かほ不明であり、この遺物の意味の解明も今後の課題である

魔凰及び鉄製品は玄室北東側隅部分に融解みに脛か艶鷲新た。その患部には魔鈴

や愈銅製の魔濃が因立も淘　その滞芝は多量の捷甲の　磯や放線な藍が密集魁竃新た

が淘賄芸濃　激辛のものは癒着覧塊藍な肇鷲かた。その塊の車か転は淘後の保存勉

理の過程で弓の金具や納鐘も確認されている

薗屋形部分の遺物に肇臨竃は瓦井着恵に副葬凄艶竃新たもの藍淘　着屋形内部に副

葬されていたものがあったようであるか、前述「たように、大井石は石墨構築後、

放駿的畢臨時期に何等かの要因〔着室着漸落滑等）に羞攣崩壊し鞄　屋瀾磯に清澤も

ている　そのため遺物の出上状況に不Ir－1然な点が多いが、石屋形天井有の崩落状況

を観察すればそれぞれの遺物の副葬位置の概要が明らかに出来る　と第26・27図姦雄牛

．3枚に割れた大井有　日南から1・ご・・：与とする1のうち、まずlと2十弓の問

が割れ、両側の腰有を支点に石屋形内に落トを始める　天井右の長さは石屋形の全

長より20期程長いが、北側腰石は上端が玄圭奥壁と接「ているため2　－i∴；の架かり

は浅く、その分1　し南側、…　の架かりが深くなV十ている

架かりの洩い2＋つば1よりも・姐こ架かりを失い、石材全休が石屋形内に落卜す

る。そ転業着地した衝撃鷲はぼ中敷部習②起③芝割れ淘　②は礫床面上芝倒れ淘　芸の

上に：「が立1た状態で落卜する

……成瀬南側の①はかな　回転転業かも架か　を東新南側渡着芸添㌣竃はぼ垂直芸清

澤ずるが海　清澤時の回転の慣性に羞攣着地級北側臆測鈍る。そ』鷲一部が前側脛着

に乗一′）た状態で二の自こ重．な－▼－ノー）ている、L、第23図参照．、こ

茹巌形内に転落』だ②の魁か転は壷鋼製遼帽牽多数の魔鼎∈鉄塊金銅薮窺厳相磯

や婿関形画業等　や須意器　満杯海壷等　が出土魁鷲折るが淘②藍③の藩か転は小

型の装飾品　し金環・銀環・水晶製切子圭・碧玉製管i志等う　しか出上していない　しノ

か』①のが脛か転戦意等のか塾の装飾品菱餅芸多数の威風　鉄製輪毅の楕関形粛

薬お素意器　襖　等の遺物が蹴漉魁竃齢る。芸の状況を魔れば鞠か塑装飾品藍石段

形の商商隅部の土師器以外は淘量竃茹屋形の薫井着患隠匿か覿竃新たもの鷲ある樹

液像が高齢藍葛嵐転鈍るが淘　臨ず甑に撥羞本来の副葬位置が保た覿鷲臨な臨豊藍は

まことに残念である．

部分的な盗掘を受げ竃は臨たものの淘　…一石室内に豊艶だ蹄の工芸品が副葬凄艶る

ことに驚きを覚える　また、副葬品が認められない空間についても、既に風化しノて

しまったであろう繊維製晶や皮隼製品等があった可能性を考えなくてはならない
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⑥　出土遺物について

多量に出土した須恵器については、本報告書に掲載した遺物以外にも多くの破片

が残されており、横穴式石室内に追葬が行われ数多くの遺物が動かされていること

や盗掘の痕跡が認められることなどから、更に慎重な分析が必要と思われる。

また、馬具・武具（器）・装身具等については大半が金属製品である。中には貴

重な遺物も多く含まれていたために迅速な保存処理が望まれたが、昭和57年度の調

査当時、県下にはこのような遺物を保存処理できる施設が無く、金銅製品について

は遺物の保存を第一に考え、概報用の写真資料を得た後、直ちに奈良国立文化財研

究所に送り保存処理をお願いした。残りの鉄製品等に関しても、金銅製品の保存処

理を終えた後に再度同研究所のご協力を頂き、本整備報告書刊行までに殆どの作業

を終えることができたが、本格的な整理作業や分析はこれからである。従って今後

も引き続き作業を行い、改めて埋蔵文化財としての調査報告書の刊行を計画してい

るので期待して頂きたい。

また、平成元年度に実施された横穴式石室解体復元作業時に行った礫床の剥ぎ取

り作業によって、礫床下に転落していた玉類が多数検出されており、概報に掲載さ

れた出土点数よりかなり増えている。しかも、昭和57年度の発掘調査時に玄室から

搬出された多量の土が善通寺市立資料館に保管されており、現在も中に含まれる小

玉等の微細な遺物の検出に努めているが末だ完了していない。従って、右頁の遺物

一覧表には平成4年3月末現在の数字を掲載してある。

以下、遺物の種類別にその内容を解説する。

第28図　玄室北東隅部の遺物出土状況（西から）
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第30回　玄室南西隅部の須恵器出土状況（東から）

I．須恵器

（1）杯　身　・（2）杯　蓋

杯は羨道の玄門部前に置かれていた4組の杯身・杯蓋以外は全て玄室から出土し

たものであり、まだ少量の破片が残るが、整理作業により接合が完了したもので杯

身が45点と杯蓋が43点ある。また追葬の際に二次的に移動されたようであり、本来

の副葬位置等は不明であるが、その大半は玄室南西隅の須恵器集中部から出土し、

一部はその東側床面にも散乱していた。

これらの遣物を観察したところ、時期差があることは明瞭であり、大きく二つの

グループに大別できる。古グループ…①は6世紀中葉頃（6世紀前半の終り頃）、新

グループ…②ほ6世紀後半頃の特徴を呈しており、初葬と追葬の時期差を示してい

ると見て間違いないものと考えられる。新グループのものは更に二つのグループに

分類することも可

能であり、閉塞石

により玄室と隔て

られた羨道に並べ

て置かれていた4

姐の杯身・杯蓋が

その更に新しい特

徴を示すグルー

プ…③に含まれる

ことは、墓前祭祀

等の存在を匂わせ

るが、（塾と同一時

期として捉えるこ

とも出来る。
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第31図　須恵器（杯身・杯蓋）
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（3）無蓋高杯

無蓋のものばかり7点出土しており、いずれも脚部に三方向に一段の透かしを持

つ。脚部が短い古グループと長い新グループに分けられ、前者は口綾部が曲線的に

外反するが、後者のそれは直線的であり前者程開かない。石屋形内から長脚のもの

が1点、他は玄室南西隅の須恵器集中部から出土している。

＼

　　」＼＼－
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（4）蓋付き短頸壷

口頸部が緩く内攣して直立する直口壷で丸底であるが安定している。肩部から底

部にかけて回天へラ削り調整により丁寧に仕上げられ、焼成も極めて良好である。

壷は3点出土しており、それぞれに口綾部が垂直に降り端部でやや外反し、端部内

面に段を持つ蓋とセットになっている。3点共に玄室南西隅の須恵器集中部から出

土している。

第38回　須恵器（有蓋短頸壷）

三‾二二

第39園　須恵器（有蓋短頸壷）実測図

（5）蛮

比較的小型の聾が2点出土している。いずれも焼成は良好であり、一見したとこ

ろ全体的な形態は類似しているが、口縁端部の特徴等に時期差が認められる。（A）

は口縁端部が外側に肥厚し三角形の断面を呈しており、外面は格子叩きの後に底部

を残して叩き跡を横方向にナデ消し、内面は同心円叩きによる調整が行われている

のに対し、（B）は口縁端部が外側に肥厚し方形の断面を呈しており、外面は格子叩

き、内面は同心円叩きにより器面調整が行われている。前者が先行するものと考え
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られる。いずれも玄室南西隅の須恵器集中部から出土している。

第40図　須恵器（藍）

上．＝＝　I呵

（A）

（6）樋

口頭部は外反気味に

立上り、口縁付近で外

上方に屈曲し明瞭な段

を呈する。口頸基部は

太く休部中央やや上位

に円孔が上方から穿た

れている。同様のもの

が3点出土しており、

器壁の厚さに若干の違

いが認められるが、同

第41回　須恵器（蛮）実測図
（B）

第42図　須恵器（憩）
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一時期の所産と見られる。須恵器集中部から2点、石屋形内から1点出土している

が、後者は出土状況等から、天井石上に副葬されていたものと考えられる。

第43図　須恵器（憩）実測図
O IO印l
：．．．．；　　　　　：

（7）壷

体部の高さとほぼ同一の最大径を上方に持ち、口頸部から口縁部までは直線的に

延び、口頭基部は太い。底部は回天へラ削り調整により丁寧に仕上げられており、

口縁部には明瞭な段を有し、この段の下方に一条の沈線が廻る。石屋形の天井石上

に副葬された状態で出土している。

第44図　須恵器（壷）
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第45園　須恵器（壷）実測図

（8）大型長頸広口壷

玄室北東隅部の馬具・武具が集中する場所から2点出土している。いずれの体部

も底面が丸く尖りほぼ同一の形態を呈し、口頸基部径及び口縁部径もほぼ同一であ

るが、緩やかに外反しながら口縁部に至る口頸部の長さが異なる。

長頸のもの（A）は全体的に肉厚で、頸部では上下二条の沈線の間に櫛描波状文に

よる装飾が施され、外反するロ縁端部は丸く整えられている。体部の器面調整は上

方が回転掻き目、下方が平行叩きで調整され、口縁部より底部にかけて濃深緑色の


